
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書） 

 

令和 5年 11月 1日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒105-0013 

東京都港区浜松町2丁目2番15号 浜松町ダイヤビル2Ｆ 

事業者名：ゲオム株式会社 

担当者所属：なし 

担当者名：代表取締役 矢沢一真 

電話番号：070-2801-5258 

電子メールアドレス：k.yazawa@geom-hd.com 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作介護機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出し

て依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書） 

 
令和 5年 11月 1日 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業 〇 

２．試作介護機器へのアドバイス支援事業  

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 ゲオム株式会社 

担当者名 矢沢 一真 

担当者連絡先 

住所 
〒105-0013 東京都港区浜松町2丁目2番15号 浜松町ダイヤ

ビル2Ｆ 

電話 070-2801-5258 

電子メールアドレス k.yazawa@geom-hd.com 

主たる業種 介護DXサービスの販売 

主要な製品 
DeCaAI：Dementia Care-assist Artificial intelligence System（認知症ケア補助人

工知能システム） 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

□介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

□介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

☒ 認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

□ショートステイ 

□障害者福祉施設 

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

その他  

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作介護機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） 認知症対応型AI連携ロボット 

試作介護機器の有

無及び機器のコン

セプト（試作介護機

器あれば写真を添

付） 

試作介護機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

１． 認知症の方のバイタルデータや居室の環境データ等から、BPSD発症前にBPSDを予

測し、タブレットに通知するAIと、コミュニケーションロボットを連携させます。 

２． 具体的には、タブレットに通知される内容（BPSD予測と適切なケア方法）を、コ

ミュニケーションロボットを通じて介護者に伝える仕組みの実現を目指してい

ます。 

３． 本開発は、経産省AMED・令和5年度 「ロボット介護機器開発等推進事業(開発補

助）」に採択されて開発を進めています。 

企業等 

mailto:k.yazawa@geom-hd.com


https://www.amed.go.jp/koubo/12/02/1202C_00024.html 

 

想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

① 想定する使用者 

グループホームを中心とした介護施設の管理者および介護職員 

 

② 想定する使用場面 

認知症で介護負担の大きいBPSDが発生する方に対して、事前にBPSDの発生を予測し、

適切な予防ケアおよび対処ケアを導出し、BPSDの発生を緩和させる。 

 

③ 想定する使用方法 

グループホーム等の介護施設にロボットを配置し、ロボットが介護者を追尾し会話機

能にてBPSD予防および適切なケア方法の導出を通知することで介護介入を行い介護

負担の軽減に資するかを実施する 

 

現在の開発状況と

主な課題 

１． 現在はロボットとDeCaAIの連携に関するコミュニケーションツールの要件定義

を作成中 

２． 課題は既存ロボットとDeCaAIの機能連携におけるソリューションが難しいため、

どのように介護者に役立つ情報を会話機能を含め通知するか（実際に使ってもら

えるか）を、コミュニケーション方法およびユーザビリティを意識した設計を行

う必要がある 

 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

１． 多くの介護施設で利用してもらうため利用シーンの深堀りと、ロボット導入によ

る介護負担の軽減および操作性および介護現場に於ける融合性（違和感を含む）

に関する意見を面談及び意識調査（アンケート）にて横断的にリサーチしたい。 

２． どのようなタイミングでBPSDを予測し予防ケアを導出できれば介護負担の軽減

が図れるか、ロボットに担って欲しい機能に関する意見をアンケートにてリサー

チしたい。 

３． タブレット機能とロボットを併用した際のDeCaAIの活用に関する意見をアンケ

ートにてリサーチしたい。 

その他 

DeCaAIに関しては、認知症高齢者研究所が特許を取得したシステムを活用していま

す。 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 

https://www.amed.go.jp/koubo/12/02/1202C_00024.html


代表取締役 矢沢 一真

会社概要

ゲオム株式会社会社名

設立

東京都墨田区所在地

7,000万円（資本準備金含む）資本金

• BPSD予測AIの販売
• BPSD予測AIの組込
• 音声記録システムの販売・開発

主な
事業内容

2018年12月

企業理念

私たちは、科学的根拠に基づく先端技術を活用し世界中の人々のウェル
ビーイングの向上に貢献し続けることを約束します

1

GEOM：Ginormous Epoch of Operating Model
（オペレーション・モデルの巨大な新時代を創る）

会社概要
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